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「
経
団
連
ル
ー
ル
」の
廃
止
と
背
景

　

2
0
2
1
年
卒
の
学
生
を
対
象
と
す
る

政
府
指
針
の
就
職
・
採
用
活
動
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で
経
団
連
が
定
め
て
き

た
も
の
と
同
様
に
、
3
月
1
日
に
広
報
が

解
禁
、
6
月
1
日
に
選
考
活
動
が
解
禁
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
混
乱
の
中
、
企
業

は
こ
れ
ま
で
大
規
模
な
会
場
で
開
催
し
て

き
た
合
同
説
明
会
等
を
取
り
や
め
、

W
E
B
上
で
の
会
社
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー

に
切
り
替
え
る
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

10
月
の
内
定
解
禁
日
ま
で
の
選
考
活
動
に

お
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
を
実
施
す

る
企
業
が
多
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
就
職
・
採
用
活
動
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
日
本
特
有
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
新
卒
一
括
採
用
を
前
提
に
し
た
も
の

で
、
戦
後
の
経
済
成
長
を
支
え
た
終
身
雇

用
や
年
功
賃
金
と
一
体
と
な
る
雇
用
慣
行

の
一
部
だ
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
む
就

職
・
採
用
活
動
に
関
す
る
ル
ー
ル
は

1
9
5
3
年
の
「
就
職
協
定
」
に
始
ま
り
、

経
団
連
が
定
め
る
「
採
用
選
考
に
関
す
る

企
業
の
倫
理
憲
章
」「
採
用
選
考
に
関
す

る
指
針
」（
以
下
、
経
団
連
ル
ー
ル
）
を

経
て
、
社
会
状
況
の
変
化
と
と
も
に
、
幾

度
と
な
く
細
か
い
修
正
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
2
0
1
8
年
10
月
、
経
団
連

の
中
西
宏
明
会
長
が
こ
の
「
経
団
連
ル
ー

ル
」
を
21
年
卒
の
学
生
か
ら
廃
止
す
る
と

発
表
し
反
響
を
呼
ん
だ
。
背
景
に
は
、
主

に
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
が
一
般

的
に
な
る
中
、
競
争
力
や
生
産
性
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
高
度
な
専
門
性
や
、
海

外
の
価
値
観
・
文
化
に
知
見
を
持
つ
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

留
学
し
て
い
る
日
本
人
、
海
外
か
ら
の
留

学
生
を
獲
得
し
や
す
く
す
る
た
め
に
も
、

今
後
は
通
年
採
用
の
拡
大
な
ど
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
雇
用
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
適
時

に
人
材
を
確
保
す
る
手
段
が
重
要
と
な
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
、
I
T
領
域
に
お
い
て
は
、

競
争
力
の
源
泉
と
な
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
高
度
な
技
術
を

有
し
た
人
材
の
獲
得
競
争
が
国
際
的
に
も

企
業
に
求
め
ら
れ
る
採
用
活
動
の
変
革

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
と
大
学
と
の
協
調

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ナ
リ
ス
ト

須
藤
聖
明

解 説

　
政
府
指
針
に
基
づ
く
就
職
・
採
用
活
動
日
程
の
要
請
は
、
結
果
と
し
て
こ
れ
ま
で
経
団
連
が
定
め
て
い
た
も
の
と
同
様

で
あ
っ
た
。
新
卒
一
括
採
用
を
前
提
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
維
持
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
材
獲
得

を
取
り
巻
く
市
場
を
踏
ま
え
る
と
、
企
業
は
硬
直
的
な
雇
用
慣
行
を
見
直
す
契
機
と
し
て
、
自
社
の
採
用
す
る
人
材
像
の

ペ
ル
ソ
ナ
（
人
格
）
を
定
義
し
、
自
社
の
採
用
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
企

業
が
大
学
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
学
生
と
の
接
点
を
増
や
し
な
が
ら
、
就
職
活
動
の
早
期
化
・
長
期
化
に
対
応
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

す
ど
う・き
よ
あ
き　
慶
応
大
卒
。三

菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
入
社
。人
事
制
度
の
改
定
を

は
じ
め
グ
ル
ー
プ
企
業
の
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
構
築
、人
事
領
域
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

従
事
。現
在
は
組
織
人
事
ビ
ジ
ネ
ス

ユ
ニ
ッ
ト　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ピ
タ

ル
部
兼
組
織
人
事
戦
略
部
に
所
属
。
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激
し
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
N
E
C

で
は
、
難
関
学
会
の
論
文
採
用
な
ど
高
い

評
価
実
績
の
あ
る
研
究
職
志
望
の
新
卒
社

員
を
対
象
に
、
年
収
1
0
0
0
万
円
以
上

を
提
示
す
る
可
能
性
を
示
し
た

1

。
I
T

大
手
で
あ
る
米
国
の
G
A
F
A
M
（
グ
ー

グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
）
や
、
中
国
の
B
A
T
（
バ
イ
ド

ゥ
、
ア
リ
バ
バ
、
テ
ン
セ
ン
ト
）、
国
内

の
メ
ガ
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
ヤ
フ
ー
や
楽
天
な

ど
）
と
の
激
し
い
人
材
獲
得
競
争
に
直
面

し
、
年
功
的
な
人
事
制
度
か
ら
、
役
割
に

応
じ
て
適
切
な
処
遇
を
行
う
人
事
制
度
へ

と
転
換
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
こ
と
が

理
由
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
ル
ー
ル
が
形
骸
化
し
て
い
た

こ
と
も
拍
車
を
掛
け
た
。
そ
も
そ
も
「
経

団
連
ル
ー
ル
」
は
あ
く
ま
で
経
団
連
に
加

盟
す
る
企
業
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
あ
り
、
ル
ー
ル
を
破
っ
た
と
し
て
も

企
業
に
罰
則
が
科
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
外
資
系
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
一
部
で
は
、

経
団
連
の
定
め
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
の
っ

と
ら
ず
に
採
用
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
や
リ
ク
ル
ー
ト
、
フ
ァ
ー

ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
通
年
採
用

を
実
施
し
て
い
る
企
業
も
同
様
だ
。
こ
う

し
た
企
業
の
中
で
は
大
学
3
年
時
の
夏
に

内
定
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、
経
団
連
ル

ー
ル
を
順
守
す
る
企
業
の
広
報
解
禁
日

と
比
較
し
て
も
お
よ
そ
半
年
の
差
が
出

て
し
ま
う
。
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、

「
O
B
訪
問
」「
交
流
会
」「
質
問
会
」

な
ど
と
称
し
た
実
質
的
な
選
考
を
実
施

す
る
経
団
連
加
盟
企
業
も
あ
る
と
い
う
。

　

文
部
科
学
省
の
行
っ
た
「
19
年
度
就

職
・
採
用
活
動
に
関
す
る
調
査（
企
業
）」

（
図
表
1
）
に
よ
る
と
、
企
業
の
採
用

選
考
活
動
開
始
時
期
は
全
体
で
は
「
3

月
」
と
の
回
答
が
最
も
多
く
、
27
・
2

％
で
あ
る
。
次
い
で
「
4
月
」（
24
・

1
%
）、「
6
月
」（
24
・
1
%
）
と
な

っ
て
お
り
、
6
月
1
日
選
考
活
動
開
始

と
い
う
ル
ー
ル
を
順
守
と
回
答
し
て
い

る
企
業
は
3
割
程
度
で
あ
る
の
が
実
情

だ
。

　

ま
た
、
採
用
選
考
活
動
を
6
月
よ
り

早
め
る
理
由
（
図
表
2
）
に
つ

い
て
も
、「
競
合
す
る
他
社
よ

り
も
早
く
学
生
に
接
触
す
る
た

め
」
と
回
答
し
た
企
業
が
52
・

5
％
と
最
も
多
く
、「
早
い
段

階
で
来
年
度
の
採
用
予
定
者
を

確
定
し
て
お
く
た
め
」（
42
・

4
％
）
と
続
く
。
加
え
て
、「
以

前
か
ら
採
用
活
動
を
独
自
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施
し
て
い
た

た
め
」（
37
・
4
％
）
と
あ
る

よ
う
に
「
経
団
連
ル
ー
ル
」
に

の
っ
と
ら
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

方
針
を
持
つ
企
業
は
3
割
を
超

え
て
い
る
。

維
持
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
「
経
団
連
ル
ー
ル
」
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
で
、
長
き
に
わ
た

る
就
職
・
採
用
活
動
ル
ー
ル
の

論
争
は
終
わ
り
を
迎
え
た
か
に

思
わ
れ
た
。
し
か
し
、「
経
団

連
ル
ー
ル
」
の
廃
止
が
発
表
さ

れ
た
18
年
10
月
、
政
府
は
「
就

職
・
採
用
活
動
日
程
に
関
す
る

関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
を
開
催

し
た
。「
就
職
活
動
の
早
期
化
・

長
期
化
が
進
み
学
生
の
学
習
時

間
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
や
、

1　神田啓晴（2019年10月16日）「NECが『新卒でも年収1000万円』制度を導入した真意」日経ビジネス。

（出所）文部科学省「2019年度 就職・採用活動に関する調査（企業）調査結果報告」

〈図表1〉採用選考活動（面接等）を開始した時期について
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2.1
1.1
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5.0%

1月以前 7月以降 無回答2月

全体（N=923） 大企業（N=464） 中小企業（N=457）

3月 4月 5月 6月
0.0%

（出所）文部科学省「2019年度 就職・採用活動に関する調査（企業）調査結果報告」

〈図表2〉採用選考開始時期を6月より前にする理由について　
（複数回答）

60.0%50.0%40.0%30.0%20.0%10.0%0.0%

52.5

42.4

37.4

0.5

13.6

競合する他社よりも早く学生に接触するため

早い段階で来年度の採用予定者を確定しておくため

以前から採用活動を独自のスケジュールで実施していたため

採用選考活動開始時期を認識していなかったため

全体（N=604）

その他
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学
生
が
安
心
し
て
学
業
に
取
り
組
め
な
く

な
る
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
る
こ
と
は
望

ま
し
く
な
い
た
め
、
当
面
は
何
ら
か
の
ル

ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
急
激
な
ル

ー
ル
の
変
更
は
学
生
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ

る
恐
れ
が
あ
る

2

」
と
し
て
、
新
た
な
要

請
を
行
っ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
21
年
卒
の
学
生
を
対
象

と
し
て
、
広
報
活
動
開
始
を
3
月
1
日
以

降
、
選
考
活
動
開
始
を
6
月
1
日
以
降
、

正
式
な
内
定
日
を
10
月
1
日
以
降
と
す
る
、

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

政
府
主
導
に
よ
る
就
職
・
採
用
活
動
に
関

す
る
要
請
（
以
下
、「
政
府
ル
ー
ル
」）
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
経
団
連
ル
ー
ル
」
を
踏
襲

す
る
内
容
で
あ
っ
た
の
だ
。
む
し
ろ
、
政

府
が
外
資
企
業
や
中
小
企
業
に
も
こ
の

「
政
府
ル
ー
ル
」
の
順
守
を
呼
び
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
経
団
連

の
会
員
で
な
か
っ
た
企
業
も
一
定
の
ル
ー

ル
の
中
で
採
用
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
り
、

今
ま
で
以
上
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
統
一
さ

れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
も
と
れ

る
。
そ
れ
は
、
本
来
「
経
団
連
ル
ー
ル
」

が
廃
止
さ
れ
た
主
旨
と
は
逆
行
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
こ
の
「
政
府
ル
ー
ル
」
は
19
年

10
月
、
22
年
卒
の
学
生
も
対
象
と
す
る
こ

と
を
決
め
た
上
、「
少
な
く
と
も
23
年
卒

ま
で
は
現
行
の
就
職
・
採
用
活
動
日
程
を

変
更
す
る
必
要
が
生
ず
る
可
能
性
は
高
く

な
い

3

」 

と
の
政
府
認
識
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。

採
用
活
動
に
足
り
な
い「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」視
点

　

確
か
に
、「
政
府
ル
ー
ル
」に
お
け
る「
広

報
活
動
3
月
、
選
考
活
動
6
月
、
内
定
解

禁
10
月
」
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
既
に

4
年
間
続
い
て
い
る
た
め
、
企
業
に
と
っ

て
も
学
生
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
就
職
支

援
を
す
る
大
学
に
と
っ
て
も
、
変
わ
ら
な

い
方
が
好
都
合
で
あ
る
。
だ
が
、「
経
団

連
ル
ー
ル
」
が
廃
止
さ
れ
た
背
景
に
あ
る
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
を

考
え
れ
ば
、
や
は
り
日
本
の
新
卒
一
括
採

用
と
い
う
慣
行
は
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
一
歩
と
し
て
、
企
業
は
ま
ず
「
採

用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
」
か
ら
取
り

組
む
べ
き
だ
。
そ
も
そ
も
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
（
多
様
性
）
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、

全
て
の
学
生
に
と
っ
て
最
適
な
一
つ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
存
在
し
な
い
。
文
系
・
理

系
と
い
う
区
分
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大

学
に
よ
っ
て
試
験
期
間
や
卒
業
要
件
は
細

か
く
異
な
る
。
例
え
ば
、
大
学
3
年
生
時

点
で
卒
業
単
位
を
ほ
と
ん
ど
取
り
切
る
こ

と
が
可
能
な
学
部
が
あ
る
一
方
で
、
4
年

生
の
冬
に
な
っ
て
も
卒
業
が
確
定
し
な
い

学
部
が
あ
る
こ
と
、
卒
業
論
文
の
有
無
も

あ
る
。
理
系
で
い
え
ば
研
究
室
の
繁
忙
度

の
差
も
か
な
り
大
き
い
は
ず
だ
。

　

加
え
て
、
留
学
や
教
育
実
習
と
い
っ
た

個
々
の
事
情
ま
で
加
味
す
れ
ば
、「
よ
ー

い
ド
ン
」
の
制
度
で
は
、
ど
う
し
て
も
割

を
食
う
人
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
今

後
導
入
が
検
討
さ
れ
る
9
月
入
学
制
度
な

ど
を
考
え
れ
ば
、
大
学
生
の
学
生
生
活
の

多
様
性
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
。
そ
う

し
た
社
会
に
お
い
て
、
一
律
の
就
職
活
動

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
維
持
す
る
こ
と
は
「
学

生
が
学
習
時
間
を
確
保
し
な
が
ら
安
心
し

て
就
職
活
動
に
取
り
組
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る

2

」
と
い
う
主
旨
か
ら
は
乖か

い
り離
し
、

い
ず
れ
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
は
目
に

見
え
て
い
る
。

　

採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
を
行
う

上
で
必
要
に
な
る
の
が
、「
ペ
ル
ソ
ナ
の

明
確
化
」
で
あ
る
。
企
業
の
採
用
活
動
で

は
、
一
般
的
に
「
求
め
ら
れ
る
人
材
像
」

や
「
採
用
方
針
」
を
策
定
す
る
が
、
職
種

別
採
用
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
総
合
職
か
一

般
職
か
、
あ
る
い
は
文
系
職
か
理
系
職
か

と
い
っ
た
大
枠
で
採
用
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
た
だ
、
そ
れ
は
、
抽
象
的
な
表
現
に

終
始
し
「
解
像
度
が
低
い
」
と
い
う
の
が

実
情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
理
論
で
い
う
と
こ
ろ
の

「
ペ
ル
ソ
ナ
設
定
」
の
レ
ベ

ル
で
人
材
像
を
定
義
し
、
彼

ら
に
と
っ
て
個
別
最
適
な
採

用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
単
に
「
学
生
の
都

合
に
合
わ
せ
る
」
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
自
社
が
採
り

た
い
人
材
は
ど
の
よ
う
な
人

物
で
、
ど
こ
に
い
て
、
ど
の

よ
う
な
時
期
に
、
ど
ん
な
媒

体
に
触
れ
な
が
ら
就
職
活
動

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
と
い

う
「
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ

ー
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

採
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
を
上

げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
こ
れ
ま
で
半
ば
慣
習
的

に
行
っ
て
い
た
採
用
と
い
う

領
域
そ
の
も
の
を
再
定
義
す

る
こ
と
だ
。
採
用
P
R
な
ど

の
場
面
で
は
「
自
社
の
成
長

に
必
要
な
人
材
は
ど
う
い
っ

た
属
性
で
、
ど
の
よ
う
な
志

向
・
行
動
特
性
を
持
っ
て
い

る
か
」
と
い
う
程
度
で
よ
い

が
、
内
部
的
に
は
上
記
カ
ス

タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
で
示
し

2　[就職・採用活動日程に関する関係省庁連絡会議, 2020 年度卒業・修了予定者の就職・採用活動日程に関する考え方]
3　[就職・採用活動日程に関する関係省庁連絡会議, 2021年度卒業・修了予定者の就職・採用活動日程に関する考え方]
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た
程
度
の
問
い
に
答
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
な
の
で
あ
る
。

　

ペ
ル
ソ
ナ
と
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

の
明
確
化
が
検
討
の
起
点
と
な
り
、
新
卒

一
括
採
用
を
続
け
る
の
か
、
通
年
採
用
に

切
り
替
え
る
の
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
う
と
す
れ
ば
そ
の
時
期
は
い
つ
か
、

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
す
る
べ
き
か
、
と

い
う
よ
う
に
、
考
え
ら
れ
る
打
ち
手
を
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
。

こ
と
採
用
活
動
に
お
い
て
は
、
星
の
数
ほ

ど
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ペ
ル
ソ
ナ
に
合
わ
せ
て
一
つ
一
つ
検
討
し

て
も
よ
い
く
ら
い
だ
ろ
う
。

　

し
ば
し
ば
取
り
沙
汰
さ
れ
る
「
新
卒
一

括
採
用
廃
止
」
と
い
う
結
論
あ
り
き
で
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
は
少
々
乱
暴
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
新
卒
一
括
採
用
自
体
は
一

定
の
合
理
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

会
社
に
よ
っ
て
は
通
年
採
用
よ
り
適
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
会
社
の
効
率
性
だ
け

の
た
め
に
新
卒
一
括
採
用
を
維
持
す
る
の

で
は
な
く
、
前
述
の
採
用
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
の
結
果
、
導
き
出
さ
れ
た
も
の
が
新
卒

一
括
採
用
維
持
で
あ
る
な
ら
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
だ
。

就
職
活
動
と
学
業
は「
両
立
」か
ら「
共
存
」へ

　

結
果
的
に
就
職
・
採
用
活
動
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
従
来
と
同
様
に
な
っ
た
も
の
の
、

就
職
活
動
の
早
期
化
・
長
期
化
は
よ
り
加

速
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
リ
ク
ル
ー

ト
キ
ャ
リ
ア
の
就
職
み
ら
い
研
究
所
が
毎

年
発
表
し
て
い
る「
就
職
プ
ロ
セ
ス
調
査
」

（
図
表
3
）
に
よ
る
と
、
17
年
卒
か
ら
20

年
卒
に
至
る
ま
で
、
年
々
内
定
取
得
の
時

期
は
早
期
化
し
て
お
り
、
こ
の
流
れ
は
当

分
変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
企
業
が
取
る
べ
き
施
策

と
し
て
「
企
業
に
よ
る
積
極
的
な
大
学
と

の
協
調
」
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
現

状
、
寄
付
講
座
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
い
っ
た

形
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思

う
が
、
内
容
と
し
て
は
実
学
と
し
て
通
用

す
る
経
営
知
識
や
、
企
業
が
有
す
る
専
門

領
域
の
技
術
、
実
際
の
経
営
課
題
を
用
い

た
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス
な
ど
を
学
生
に
展
開

す
る
こ
と
で
、
企
業
認
知
の
向
上
や
、
志

望
者
の
増
加
を
図
り
、
採
用
に
つ
な
げ
る
。

　

理
系
の
領
域
で
は
、
企
業
と
大
学
で
の

共
同
研
究
と
い
っ
た
産
学
連
携
は
一
般
的

で
、
研
究
資
金
の
受
け
入
れ
も
年
々
増
加

し
て
お
り
、
18
年
度
に
は
全
体
で

1
0
0
0
億
円
を
突
破
し
た
（
図
表
4
）。

こ
う
し
た
共
同
研
究
の
結
果
、
学
生
が
そ

の
ま
ま
大
学
推
薦
等
で
入
社
す
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
に
、
企
業
の
大
学
と
の
連
携
は

理
系
の
現
場
で
は
活
発
で
あ
る
一
方
で
、

文
系
の
領
域
で
は
ま
だ
限
定
的
だ
。
海
外

の
大
学
の
よ
う
に
、
企
業
が
大
学
と
密
に

連
携
し
、
優
秀
な
学
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
と
し
て
実
企
業
で
早
く
か
ら
現
場
を

学
ぶ
と
い
っ
た
事
例
は
、
多
く
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。

　

企
業
に
と
っ
て
は
、
早
期
か
ら
優
秀
な

学
生
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
、
関

係
性
や
信
頼
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
だ
。
ま
た
、
た
と
え
採
用
と
い
う
枠
組

み
で
な
く
と
も
、
企
業
認
知
・
ブ
ラ
ン
ド

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
（
愛
着
心
）
を
高
め
る

こ
と
で
将
来
的
に
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
く
れ
る
消
費
者
を
獲
得
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

学
生
に
と
っ
て
も
、
た
だ
漫
然
と
大
学

生
活
を
過
ご
し
、
就
職
活
動
の
時
期
に
な

っ
た
ら
目
の
色
を
変
え
て
企
業
の
情
報
収

集
を
す
る
の
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
自
然

と
世
の
中
の
企
業
が
ど
の
よ
う
な
経
済
活

動
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
が
ど
の

よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
を
学
び
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
両
立
を
目
指
そ
う
と

（出所）リクルートキャリア就職みらい研究所「就職プロセス調査（2019年卒・
2020年卒）」を基に当社作成

〈図表3〉就職内定率の推移
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（出所）文部科学省「2018年度　大学等における産学連携等実施状況について」

〈図表4〉民間企業からの研究資金等受入額の推移
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し
た
結
果
、「
就
職
活
動
の
せ
い
で
学
業

が
お
ろ
そ
か
に
な
る
」
の
で
は
な
く
、「
学

業
を
通
し
て
就
職
活
動
を
行
え
る
」
共
存

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
は
「
大
学
が
就
職
予
備

校
と
化
す
の
で
は
」
と
、
支
持
を
得
な
い

こ
と
も
あ
る
と
は
思
う
。
し
か
し
、「
大

学
教
育
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
領
域
と
ビ
ジ
ネ

ス
領
域
の
2
本
柱
が
あ
っ
て
よ
い
」
と
い

う
の
が
筆
者
の
意
見
で
あ
る
。
大
学
で
は
、

学
生
は
自
主
・
自
立
的
に
学
ぶ
べ
き
授
業

を
選
択
す
る
。
た
と
え
、
そ
れ
が
〝
良
い

仕
事
に
就
く
た
め
〟
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
本
人
の
選
択
し
た
自
分
の
人
生
、

キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
な
ら
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

医
師
に
な
り
た
け
れ
ば
医
学
部
で
医
学
を
、

法
曹
家
に
な
り
た
け
れ
ば
法
学
部
で
法
律

を
、
と
い
う
よ
う
に
、
学
府
と
い
う
も
の

は
自
身
が
な
り
た
い
姿
に
向
け
て
、
必
要

な
も
の
を
学
び
取
る
場
所
だ
。
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
に
固
執
せ
ず
、
大
学
と
企
業
が
手
を

取
る
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

の
学
習
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
学
生

が
真
に
目
指
す
姿
を
考
え
た
り
、
自
分
に

合
っ
た
職
業
・
企
業
を
能
動
的
に
考
え
た

り
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
長

期
的
に
は
、
そ
う
し
た
学
生
の
キ
ャ
リ
ア

観
の
形
成
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

企
業
と
大
学
と
の
協
調
は
求
め
ら
れ
る
。


